























 The situation of the lecture was recorded and it has been distributed as contents of a type 
lesson on demand (on-demand type lecture-contents). The questionnaire about public on-
demand type lecture-contents has been carried out several times. In a questionnaire result, 
distribution of the contents is desired. However, the actual capacity factor was not high. 
The student desires to be able to use, when he is required.





























































































































【 授 業 】 
学内ＬＡＮ



























































































































































































6) コンテンツのわかりやすさ SA 
（Ｃ）一般的に（当該科目以外の）科目での授業内容公開について 









































































表３．３－１（ａ） 公開の是非 表３．３－１（ｂ） 公開の是非（回答比率）








































図 ．３－１ 公開の是非（回答比率） 




























































































であっ ため、「利便性」にカウン  
 



















































































































































































































































































































































































て 様 々 な デ ー タ を 公 開 で き る
Web-Class によるコンテ ツ配信は、
公開手段としては受講生のニーズに
合致しているといえる。 
 しかしながら、実際に授業コンテ
ンツ配信をした授業（「情報と社会」）
のコンテンツ利用度は、高 とは言
い難い状況を示している。（図４－１）
利用度は、調査年が進むにつれて、
「ある程度利用した」が増加傾向で、
「それほど利用していない」が減少傾向ではあるものの、毎回の調査において一定の３０％
程度は「全く利用していない」と回答している。 
 この状況は、利用者にとっての公開されたコンテンツの閲覧する目的に大きく関係して
いると考えている。授業コンテンツが公開された場合の利用目的としては、「復習」「試験
調べ」が多い傾向にあることは、前章で述べた通りであり、この点は、公開を望む理由で
「欠席した場合の対応」の回答が多く「予習」の回答が極端に少ない点にも符合する。 
 つまり、授業コンテンツの公開は希望するが、それは、欠席や出席はしていても聞き逃
した場合などの補完であり、ある意味では「保険」のような位置付けと捉えていると考え
られる。また、当該授業での公開した授業コンテンツの視聴については、強制的ではなく、
あくまでも受講生の自由意志としてきており、そのような方式で実施してきた授業の受講
生に対するアンケート調査であったことも大きく影響していると考えている。 
利用者にとって、授業コンテンツの公開は望まれているものの、必要となった場合の補
完目的ということである点から、本稿で対象とした EZ-プレゼンテーターのようなツールを
利用したコンテンツ作成、Web-Class を利用したコンテンツの配信による省力化された運
用は、非常に効果的であると考えられる。 
図４－１ 公開コンテンツ（情報と社会）の利用度
オンデマンド型授業コンテンツ公開とそのあり方について
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少傾向ではあるものの，毎回の調査において一定の30％程度は「全く利用していない」と回答し
ている。
　この状況は，利用者にとっての公開されたコンテンツの閲覧する目的に大きく関係していると
考えている。授業コンテンツが公開された場合の利用目的としては，「復習」「試験調べ」が多い
傾向にあることは，前章で述べた通りであり，この点は，公開を望む理由で「欠席した場合の対
応」の回答が多く「予習」の回答が極端に少ない点にも符合する。
　つまり，授業コンテンツの公開は希望するが，それは，欠席や出席はしていても聞き逃した場
合などの補完であり，ある意味では「保険」のような位置付けと捉えている傾向が高いと考えら
れる。また，当該授業での公開した授業コンテンツの視聴については，強制的ではなく，あくま
でも受講生の自由意志としてきており，そのような方式で実施してきた授業の受講生に対するア
ンケート調査であったことも大きく影響していると考えている。
　利用者にとって，授業コンテンツの公開は望まれているものの，必要となった場合の補完目的
ということである点から，本稿で対象とした EZ-プレゼンテーターのようなツールを利用したコ
ンテンツ作成，Web-Classを利用したコンテンツの配信による省力化された運用は，非常に効果
的であると考えられる。
５．おわりに
　授業の内容をネットワーク上に公開するにあたり，公開用のコンテンツをあらためて作成する
のではなく，授業状況を直接収録した上で，そのデータをほぼそのままの形で公開をしてきた。
同時に実施してきた，授業コンテンツの公開に対するアンケート調査の結果から，一般的には，
授業コンテンツの公開は強く望まれているが，実際は希望されているほど利用されていないこと
が確認できた。
　オンデマンド型の授業コンテンツである以上，復習的な目的での利用が中心となることは，想
定されることである。
　コンテンツの作成には EZプレゼンテーター，配信にはWeb-Classと異なるツールを組み合わ
せて利用することで，効率的な運用を可能とした。
　Web-Classを利用すれば，テスト形式のコンテンツや，教材の事前配布なども実現可能であり，
大きな可能性をもっていると考えている。
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